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｢信用｣ と ｢信頼｣｡ 以前からこのことについて考えることがあ

ります｡ どうすれば患者さんに信用されるようになれるか｡ 医院の信用をあげることができ

るか｡ 信頼される歯科医師になれているか｡ スタッフと信頼関係を築けるか｡ ｢先生の説明

を信用して治療を受けます｣ ｢あなたを信頼して来ているんですよ｣ ｢医院の信用を大事にす

る｣ ｢患者から信頼される歯科医師になりたい｣ いろいろと言い方はありますが､ そもそも

信頼と信用はどう違うのでしょうか｡

｢信用｣ は､ 確かだと信じて受け入れること｡ 現在の行為から考えて､ 将来必ず義務を履

行するだろうと推測し信認すること｡ あるいは信じる根拠があるから信じること｡ 歯科医師

だから､ 信用する｡ 説明を受けて納得したので､ 信用する｡ それに対して､ ｢信頼｣ は､ 信

じて頼ること｡ 信じる根拠がない時ですらあえて信じることをいう｡ また ｢信頼｣ 関係とは

言いますが､ ｢信用｣ 関係とは言わないことからもわかるように､ ｢信用｣ は一方的な思いで

あるのに対し､ ｢信頼｣ は双方向的に､ 両者の関係性の中で築かれていくものです｡

しかし ｢信頼されたい｣ と思っているだけでは､ 信頼関係はできません｡ では良好な信頼

関係を築くにはどうすれば､ よいのでしょうか？ 残念ながら一気呵成にできるものではな

く､ 例えば､ 相手の立場になって考えること｡ 自分にできる最大限の努力をすること｡ 真摯

に向き合うこと｡ 向上心を忘れず､ つねにプラス思考であることなど｡ ｢信頼｣ されるため

の条件はいろいろあるでしょう｡ いずれにせよ信頼は､ 一度に得られるものではありません｡

日常の言動の中で､ 信用を得て､ 繰り返し築きあげていくものだと思っています｡

役員として２期目も折り返しを過ぎましたが､ 現在､ 総務・厚生担当として多岐にわたる

業務に携わらせていただいています｡ 厚生関連事業や総務関係はもちろん､ いよいよ間近に

せまった新法人制度への移行｡ 未入会者対策やスタッフ研修会の総合政策プロジェクト｡ 大

災害時の歯科医師会行動計画書作成や警察歯科医会開催｡

そして､ 制度の立ち上げから携わり､ 現在３期目に入った ｢安心・安全歯科医療推進制度｣

も今後の展望を考えていかなければなりません｡ 熊本県歯科医師会の会員が県民からいかに

信頼される歯科医師となれるか｡ この制度のテーマは､ まさに県民に信頼される歯科医師会

会員を目指すことです｡ それはやはり日々の努力の積み重ねが必要ですが､ さらにそのこと

を県民へ周知していただく手段としての制度です｡ 今後なお一層､ 県民へ制度をアピールし

ていく予定ですので､ 是非積極的に参加いただきますようお願いいたします｡
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開 会：小島副会長
挨 拶：浦田会長

梅雨に伴って大雨が続いております｡ 現時
点ではこの大雨で会員の先生方の所に被害は
出ていないようですが､ まだ雨が降り続く予
報が出ていますので､ 役員の先生方におかれ
ましてはアンテナを広げていただいて､ 会員
の先生方の所に被害が出たという情報をキャッ
チした場合は､ すぐにご報告いただきますよ
うお願いいたします｡ 無いに越したことはあ
りませんが､ 危機管理はしっかりして行きた
いと思います｡ 本日､ 日歯が発刊しました三
巻シリーズの３冊目の書籍を先生方に配布し
ております｡ 本日午後､ 三巻シリーズを持っ
て県知事や熊本市長､ 県教育長等を直接廻っ
て､ 本の内容等を簡潔に説明し､ ご一読いた
だくようお願いいたしました｡ さらに､ 本会
で発刊いたしました郷土の偉人である一井正
典先生の生誕150周年記念誌も一緒にお渡し
しました｡
懸案でありました口腔保健センターの設備
整備事業に伴う補助金ですが､ 以前もお話し
しましたように日本財団へお願いしておりま
した1,000万円の補助金は､ 震災の関係で競
争率が高く獲得出来ませんでした｡ 県の方へ
事業の必要性を何度も訴っていたのが功を奏
し､ 当初の500万円に1,000万円を上乗せし計
1,500万円の予算を付けていただきました｡
これで熊本市からの補助金と本会からの負担
金をあわせて事業が展開できることになりま
した｡ ほっとしたと同時に､ 責任の重さも痛
感しており､ 今後の口腔保健センターのあり
方についてもう一度しっかりと考えなければ
いけないと思っております｡ 今後どのように
運営して行くのか思いをめぐらしていますが､
思考の三原則なる言葉を思い出しましたので
紹介したいと思います｡ 第一 ｢目先にとらわ
れずに長い目で見る｣､ 第二 ｢物事の一面だ
けを見ないで出来るだけ多面的・全体的に観
察する｣､ 第三 ｢枝葉末節にこだわることな
く根本的に考察する｣｡ この三原則に立ち返っ
て､ 今後の口腔保健センターの計画をもう一
度しっかり立てて行きたいと思いますので､
先生方のご協力をよろしくお願い申し上げま
す｡

会会務務報報告告：：(自：５月21日～至：６月24日)
本会総務：理事会､常務理事会､各郡市会長・

専務理事連絡会議､ 一井正典先生
生誕150周年記念献花式・講演会､
社会歯科学研究会総会・公開研究
集会

学 術：歯周病と全身疾患講演会
社会保険：各郡市社会保険研修会
地域保健：歯の祭典､ 各郡市歯の衛生週間行

事
広 報：会報編集・校正､ NHKテレメッ

セ
学校歯科：県学校保健会理事会並びに評議員

会
医療対策：医療相談苦情事例報告
センター・介護：介護保険改正研修会
総務・厚生：九州歯科医学大会厚生事業連絡

会
学 院：高校訪問
国 保：全協通常総会
事 業 課：奥様医業経営塾
以上､ 各担当役員より報告がなされた｡

会会務務報報告告そそのの２２：：
１. 退会会員
・坂梨 常太郎 会員 (熊本市)

平成24年６月５日付
・故 宇治 壽康 会員 (熊本市)

平成24年６月11日ご逝去
２. 特別会員代表歯科医の変更
ながみねクリニック歯科
代表歯科医 西山 洋三

６月27日 (水) 午後７時より県歯会館第１会議室において浦田会長ほか大林理事を除く全役員
出席のもと議長を浦田会長､ 議事録署名人を加藤､ 松本理事として第３回理事会が開催された｡
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３. 関係機関・団体からの役員等の推薦依頼
・熊本県総合保健センター理事／熊本県総合
保健センター
浦田 健二 会長
任期：平成24年６月21日～平成26年３月31日
・熊本県保健医療推進協議会救急医療専門委
員会委員／医療政策課
中嶋 敬介 副会長
任期：承諾の日～平成26年３月31日
・熊本県へき地保健医療対策に関する協議会
の委員／熊本県へき地医療支援機構
椿 誠 理事
任期：平成24年４月１日～平成25年３月31日
４. 名義後援使用依頼
・一井正典先生生誕150周年記念行事／ジウ
グリット先生を讃える会
・第15回九州インプラント研究会学術講演会
／九州インプラント研究会
・熊本歯科三水会50周年記念大会／熊本歯科
三水会
５. 薬物乱用 ｢ダメ｡ ゼッタイ｡｣ 普及運動
事業に係る協賛依頼
例年通り協賛する｡
６. 県環境政策課によるアンケート結果概要
昨年12月に県が実施した水銀含有製品使用
実態等調査結果がこの程まとまり､ 県のホー
ムページや新聞に掲載されている｡ 現時点で
本会へこの件に関しての問い合わせは無い｡
７. 民主党歯科医療議員連盟総会報告
民主党歯科議連において､ 厚労省・厚生局
の保険指導に関する協議が行われ､ 今後､ 問
題点等を掘り下げて取り組むことが確認され
た｡
８. 委員会事業企画
・社会保険委員会： ｢施設基準に係る各種届
出事項に関する研修会｣ (８月４日)
９. 委員会事業報告
・学術委員会： ｢歯周病と全身疾患講演会｣
(５月27日)
・社会保険委員会： ｢国保連合会との勉強会｣
(６月18日)
10. 各会計５月末現況
11. ７月行事予定
・７月３日 (火) に県庁との懇談会が開催さ
れる｡
12. その他
・10月20日 (土) に予定されていたシニア倶
楽部は､ ９月29日 (土) 於：ホテル日航へ
変更となった｡
・ワーファリン服用患者の安全な抜歯を行う
ために､ 前もって行う血液検査用機器の紹
介が行われた｡ 会員にも必要性がある機器
なので､ 今後､ 共同購入するかどうかを検
討し､ 通知する予定である｡

・７月より実施予定となっている熊本型早産
予防対策事業の詳細な説明が田上理事より
行われた｡

協協 議議：：
１. 新入会員の承認 [承認]
近藤 俊輔 (熊本市／一般)､
江頭 優 (勤務医)､
川原 絵美 (勤務医) 計３名の入会を承認
した｡
２. 一井正典氏生誕150年記念誌送付先 [承
認]
提出された送付先リストに２箇所程追加し､
送付することとした｡
３. 団体定期保険 (死亡保障プラン) 加入者
の募集 [承認]
現在の加入率は36％で､ 加入率35％以下に
なると解団しなければならないため､ ７月を
加入促進月間として､ 各委員会委員や新入会
員等へ加入を呼びかけることとした｡
４. 平成24年度 (第28回) 新入会員研修会の
開催期日・内容 [承認]
平成25年１月26日 (土) 午後３時から県歯
会館において開催することとした｡ さらに､
研修の中で実施している施設基準等の届出に
係る研修については､ 新入会員以外の会員も
希望があれば参加可能とし､ 事前に参加申込
みを募ることとした｡
５. 安心・安全歯科医療推進制度 ｢基準達成
証｣ 及び同制度の紹介用ポスター [承認]
原案どおりに作成し､ ７月には申告書を提
出した基準達成医療機関に送付することとし
た｡ さらに､ 申告書について年内は受け付け
ることとした｡
６. 平成22・23年度日歯生涯研修事業特別事
情により修了と見なす会員 [承認]
22名の会員を特別事情により修了と見なし､
日歯へ報告することとした｡
７. 平成23年度各会計収入支出決算 (案)
[承認]
原案どおり承認し､ ９月の臨時代議員会・
臨時総会に議案として提出することとした｡
８. 平成23年度有限会社ケイ・デー・エム・
ユー収入支出決算書 [承認]
原案どおり承認し､ ９月の臨時代議員会で
報告することとした｡
９. その他
○計画停電に関する現時点での情報を会員へ
送付することとした｡ さらに､ 本会より九
州電力に対して歯科医療機関に計画停電が
行われないよう要望することとした｡
監事講評：片山監事､ 西野監事
閉 会：宮坂副会長

(広報 加藤 久雄)



� � �熊歯会報 Ｈ.24.７

6

６月10日 (日) 午後１時より県歯会館４階ホールにて､ ｢歯の

祭典｣ が開催された｡ 12時の受付開始より参加者が徐々に訪れ､

午後１時の開会時には約155名の参加となった｡

宮坂副会長の開会の辞､ 主催者を代表して牧野俊彦熊本県健康

福祉部健康局長が挨拶され､ 続いて浦田会長より挨拶があった｡

その後､ 来賓者の紹介を経て､ 表彰式へと移ったが､ ここで特別

ゲスト ｢くまモン｣ の登場で大いに盛り上がった｡ 表彰式では､

まず ｢高齢者のよい歯のコンクール｣ が行われ､ 熊本県賞；船津

二江様 (山鹿市)､ 熊本県歯科医師賞；笠守雄様 (阿蘇郡市)､ 80

20優秀賞；吉本演様 (熊本市)､ 米村マツヨ様 (八代市)､ 木代成

敬喜様 (玉名郡市)､ 高森安生様 (菊池郡市)､ 清藤文子様 (水俣

芦北)､ 佐藤等様 (人吉市)､ 平本邦榮様 (天草郡市) の計９名が

受賞された｡ 次に､ ｢図画・ポスター､ 習字｣ ならびに今回から

新設された ｢歯・口の健康啓発標語｣ の表彰が行われた｡ この部

門では､ 熊本県賞・熊本県教育委員会賞・熊本県歯科医師会賞の

３つの賞があり､ それぞれ小学１年生から６年生までの合計39名

が表彰された｡ 壇上で賞状と賞品が授与されたが､ 子どもたちの

中には少々緊張気味の子もいたが､ プレゼンターの ｢くまモン｣

から賞品を受け取ると表情がくずれ､ 和やかな雰囲気になり､ 一

緒に記念撮影していた｡ その際､ 表彰を受ける我が子を写真やビ

デオと懸命に撮られる親御さんの姿が印象的であった｡ 表彰終了

後､ ｢くまモン体操｣ で再び会場は盛り上がったが､ 熱気と共に

｢くまモン｣は退場となった｡ 次に ｢フッ化物洗口について｣ とい

う題目で大林理事よりDVDを交えながらむし歯保有率が全国で

依然として高いなど厳しい現状を説明され､ むし歯を減らす為に

は､ 地元の歯科医師会､ 行政､ 学校関係者､ 保護者等の関係団体

の協力が不可欠であることを強調された｡ そして ｢くまもと歯の

健康文化賞｣ では､ 団体の部は熊本市8020健康づくりの会一安勝

副会長､ 個人の部は障がい者支援施設三気の里の前淵隆子氏がそ

れぞれ受賞された｡ 一安副会長は日頃の活動内容を説明後､ 歯と

口の健康づくりに関する啓発の一環として地域で行っている腹話

術を披露された｡ また､ 前淵氏は ｢三気の里での関わり｣ (のん

き・こんき・げんき) という題目で22年間の活動報告をスライド

を用いて説明された｡ その後､ 三気の里利用者の方々がハンドベ

ル演奏で ｢上を向いて歩こう｣ を披露された｡ とても心に心地良

く響く音で感銘を受けた｡ 最後に渡辺専務理事より閉会の辞があ

り､ 今年の ｢歯の祭典｣ も盛会のうちに幕を閉じた｡

(地域保健 二宮 健郎)
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１) 受賞の感想

思いがけず表彰を受け大変驚いています｡

はにかんだ表情で答えられた｡

２) 普段の生活で気をつけていること

歯みがきは､ 朝・夕２回食後に必ず行っています｡ 食

べ物は､ 好き嫌いなくなんでも食べます｡ 歯科医院で定

期的にメンテンスを受けています｡ 歯に良いと思いイリ

コをたくさん食べています｡

高高齢齢者者ののよよいい歯歯ののココンンククーールル
熊熊本本県県賞賞 船船津津 二二江江様様

①受賞しての感想 (受賞してどう思いましたか)
②今回､ 作品を仕上げるにあたって工夫したこと気をつけたことは何ですか？

� � � ���� �� ���������������������������
①はずかしいけど､ うれしいです｡

②顔全体､ 表情､ 大きさ､ 色などです｡

＜審査員コメント＞
歯みがきをしているわたしを大きくか

いています｡ コップに水をくんで持って

いるところもはぶらしもよくかけていま

す｡ だからみる人をひきつけます｡

天草市立御領鬼池小学校 １年 ������ ��� ��



熊歯会報Ｈ.24.７

9

①じゅしょうして､ うれしかったです｡
②かおをよこむきにして､ はみがきをし
ているところを､ 書くのをくふうしま
した｡

＜審査員コメント＞
三人で歯みがきをしています｡ とても
楽しそうです｡ だから､ みる人に ｢歯
みがきをしよう｣ という気持ちをひき
たてます｡

玉名市立大野小学校 ２年 �� ��� ����� ��
①とってもうれしかったです｡
②みんなに歯の大切さを分かってもらえ
るように口を大きくあけ､ 歯を見せる
ように気をつけて書きました｡

＜審査員コメント＞
｢自分の歯大切に｣ のよびかけがきれ
いな歯をした画面中央の人をひきたて
ています｡ 顔の表情をもっと楽しく描
くともっとよかったでしょう｡

天草市立下田南小学校 ６年 ���� ����� �①とてもうれしかったです｡

②歯みがきをみんなでいっしょに楽しく

している様子を伝えようとかきました｡

＜審査員コメント＞
色調がとてもきれいで人に訴える力が

あります｡ 画面に大きく取り入れたの

で力強いポスターになりました｡

宇城市立豊福小学校 ４年 ������ �� ��� �
＜審査員コメント＞
歯みがきをしてい

るふたりがとても

よく描かれていま

す｡ 色の調子も大

へんきれいです､

だからみる人をひ

きつけます｡

山江村立山田小学校 ３年 ������ ����� � 玉名市立 鍋小学校５年 ������ �� �� �
＜審査員コメント＞
歯をみがいている

人の表情がおもし

ろい｡ 人物の配置

と ｢歯をみがこう｣

の文字の配置が工

夫されています｡
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＜審査員コメント＞

半紙いっぱいに力
強くかけました｡ 名
前までよくかけてい
ます｡

宇城市立当尾小学校 １年 ������ ����� � 宇城市立松橋小学校 ４年 ����� ����
＜審査員コメント＞

｢つよい歯｣ の筆
使いもうまく､ バラ
ンスもとれて､ よく
出来ました｡

＜審査員コメント＞

素直で明るい字に
なっているのが､ と
てもよく見えます｡

熊本市立砂取小学校 ２年 �� �� ����� � 宇城市立松橋小学校 ５年 ��������� �� �� �
＜審査員コメント＞

｢健康な歯｣ ４字
の調和もうまく､ 伸
びやか筆使いが良く
できました｡

＜審査員コメント＞

｢かむ力｣ の文字
が元気で､ 名前もよ
くまとめてよくかけ
ています｡

宇土市立宇土小学校 ３年 ����� �� �� � 宇城市立豊福小学校 ６年 ������ ����� �
＜審査員コメント＞

｢歯の衛生週間｣
の６字の配置もうま
く､ うまさのある筆
使いはさすがである｡

������� �� ���
後列左より
吉野あいり 様
畑山瑚々南 様
岩� 大仁 様
米本 理奈 様 (標語の部)
前列左より
村田 佳穂 様
藤本 凰花 様
和田 侑士 様
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後列左より
端
ばた

海
かい

星
せい

様
上
かみ

鶴
づる

翔
しょう

人
と

様

前列左より
工
く

藤
どう

あ み 様
原
はら

口
ぐち

りゅうや 様
岩
いわ

村
むら

誠
まさ

斗
と

様

後列左より
松
まつ

江
え

心
こ

々
こ

咲
さ

様
佐
さ

内
ない

柚
ゆず

希
き

様
本
もと

山
やま

陽
ひ

香
か

里
り

様(標語の部)
井
いの

上
うえ

雅
まさ

喜
き

様

前列左より
深
ふか

川
がわ

莉
り

世
せ

様
鶴
つる

田
た

和
わ

子
こ

様
大
おお

崎
さき

桃
もも

子
こ

様

��������
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後列左より
富
とみ

永
なが

大
ひろ

夢
む

様
松
まつ

本
もと

壱
いっ

稀
き

様
前
まえ

淵
ぶち

海
かい

斗
と

様

前列左より
重
しげ

永
なが

泰
たい

希
き

様
井
い

手
で

尾
お

南
みな

海
み

様
戸
と

上
がみ

偉
たけ

耀
あき

様

後列左より
河
かわ

野
の

元
げん

気
き

様
原
はら

田
だ

紗
さ

希
き

様
平
ひら

島
しま

真
ま

衣
い

様

前列左より
寺
てら

林
ばやし

明
はる

花
か

様(標語の部)
柿
かき

原
はら

実
み

侑
ゆ

様
沖
おき

田
た

栞
かん

奈
な

様

��������
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熊本市8020健康づくりの会がくまもと歯の健

康文化賞を受賞できたのは日頃の活動が認めら

れた上でのことだと会員一同喜んでいます｡

会ではそれぞれの地域において乳幼児の子育

てサークルから高齢者のサロンまで関わってい

ます｡ ｢食物をよく噛み､ おいしく食べること｣

｢人と豊かに話すこと｣ など口や歯の働きは生活

の豊かさや楽しさに深く結び付いています｡ 802

0を達成するには､ 子どもの頃からの生活習慣が

大切であることから､ 出来ることを出来るとき

にやっています｡

表彰式に参列しましたが､ くまもんの参加で

とても和やかな式でした｡ 子ども達の参加も多

く､ 遠い昔抜けた乳歯を ｢ネズミのような強い

歯が生えますように｣ と唱えながら､ 屋根の上

や縁の下に投げていたことを思い出しました｡

��������������������� ����
この受賞を励みに8020運動をもっと多くの市

民に知っていただき今後も意欲的に活動を続け

てきたいと思います｡

団体の部

一安勝副会長が表彰された

私の歯科衛生士としての人生は､ 昭和59年田

上歯科医院で再スタート｡ 平成２年三気の里と

の出会い､ 平成10年口腔保健センター非常勤で

の勤務が､ 今日の受賞となりました｡ 当時医療

対策委員会の委員であった院長共に､ 障がい者

支援施設三気の里 (約８割が自閉症) に歯科検

診・ブラッシング指導に行きました｡ 又３ケ月

に一度､ 口腔保健センターでの２時間ほどの出

務ではありましたが､ 何も手出しする事が出来

ない私でした. その年の秋から20年以上の地道

な活動ではありますが､ 私の人生を変えたと言っ

ても過言でもありません｡ この受賞は､ 三気の

里の協力､ 三気に係っていただいた歯科医師・

歯科衛生士の方々の協力あっての受賞だと感謝

しております｡ 誠にありがとうございました｡

三気の里でまず行ったことは､ スタッフへのブ

ラッシング指導と一般歯科での治療を可能にす

ることでした｡ 一年後には､ かなりの口腔内改

善が診られる｡ 平成10年には一般歯科での治療

も90％以上となりました｡ 平均年齢41才という

三気の里の今後は､ 高齢者に伴い口腔内変化､

誤嚥性肺炎､ 嚥下障害に対応できるよう三気の

里､ 歯科医師､ 歯科衛生士の力を借りて､ これ

らの課題に向き合っていきます｡

�� ���個人の部

おめでとうございます



熊歯会報 Ｈ.24.７

14

た｡
午後には特別応援として､ 熊本の人気者
｢くまモン｣ が登場し､ もうひと盛り上がり
でき､ 来場者の方たちは大喜びでした｡
この様に､ 楽しく充実したイベントが開催
できましたのも､ これに関わる方たちのご協
力の賜物と､ 皆様に深く感謝いたしますと共
に､ 来年も素晴らしい ｢歯の祭典｣ が出来る
よう祈念します｡

(齊藤 忠継)

６月３日 (日) に ｢ウェルパルくまもと｣
にて ｢2012歯の祭典｣ が開催された｡
当日は､ 真夏日を思わせる汗ばむ程の晴天
に恵まれ､ 662名の市民がイベントに参加さ
れた｡ 例年に比べると200名ほど少ない来場
者数であったが､ この日は他にも様々なイベ
ントが各所で行われており､ それが影響した
のかもしれない｡ とは言え､ たくさんの方々
が目的を持って､ 自分の足で出向いて来られ
たと言う事は､ イベントとしては成功と言え
るのではないでしょうか｡ さて､ 会場には11
のコーナーが設けられ､ それぞれに賑わいを
みせていました｡ 特に ｢矯正相談コーナー｣
と ｢小児歯科コーナー｣ では､ 専門医に相談
できるとあって､ 相談待ちの椅子が常に埋まっ
ている状態で､ 市民の関心の高さがうかがえ
た｡ また､ 他にも ｢口臭測定コーナー｣ や歯
科衛生士専門学院による ｢機械によるプラー
ク除去体験コーナー｣ 等の体験型コーナーも
人気で､ 順番待ちの列が絶えない状態であっ

お口はきれいかな

―歯の祭典―

賑わいをみせた様々な企画熊 本 市

��������������������������������������������������
―第９回健康福祉まつり―

根付いてきた予感！荒 尾 市

者で溢れかえった｡ 各コーナーを取材してい
ると､ 年々口腔内の健康増進が全身の健康維
持につながっていくという意識が市民に少し
ずつ芽生えてきているのではないかと思えた｡
午後３時までと短い時間であったが訪れた
多くの方が､ 各イベントに満足いただき一年
に一度のビッグイベントは､ 今年も大盛況の
うちに幕を閉じた｡ (坂田 輝之)

６月３日 (日) 午前９時30分より荒尾総合
文化センターにおいて第９回荒尾市健康福祉
まつりが開催された｡
本事業は荒尾市地域福祉保健医療福祉推進
協議会主催で､ 市内の様々な医療福祉関連団
体の協力のもと､ 一般の方々を対象とした健
康増進ための啓蒙イベントとして､ 今年で９
回目となった｡
本会は毎年好評の口腔衛生コーナーを歯科
衛生士会､ 歯科技工士会と担当し､ 健診､ 歯
の健康相談､ ブラッシング指導､ フッ素塗布､
福引き､ デンタルケアグッズ展示､ 技工物展
示､ 石膏人形色つけ､ 歯科臨床紹介のパネル
展示､ お口に関するアンケート､ ケアグッズ
のサンプル配布などを行った｡
天候にも恵まれ､ またくまモン来訪効果も
あって､ 今年も乳幼児をつれた家族連れから､
高齢の方まで500名近い､ 様々な世代の参加

参加者で溢れかえる

� � � � � �
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―歯とお口の健康展―

471名の来場者菊池郡市

熱気が伝わってくるようだった｡
ひとつ､ ひとつのブースには､ 列ができる
ほどの盛況ぶりで広い会場が､ より狭く感じ
られる程であった｡ また､ ちょうどその日が
地域､ 学校の運動会など行事と重なったが､
それでも471名の来場者であった｡
歯の衛生週間として地域住民の方々に､ 正
しい知識を普及啓発し､ 歯科疾患の予防､ 早
期発見､ そして治療へとつなげて､ さらに健
康の保持増進に少しでも寄与できる一歩になっ
たのではと思った｡ (南 信之)

６月３日 (日) 午前10時～午後３時までゆ
めタウン光の森１階イーストコートを会場に
第26回 『歯とお口の健康展』 を開催した｡ 歯
科健診・相談､ 栄養相談､ フッ化物洗口､ 口
腔内カメラ､ 位相差顕微鏡､ 技工物展示､ 口
臭測定､ 市・町・保健所健康推進コーナー､
劇 (着ぐるみ)､ パネル展示と､ さまざまな
ブースを設け､ 来場者は関心高く熱心に相談・
体験されていた｡
それに負けじと会員の先生方は､ 額に汗し
て熱心に説明対応されていた｡ まさに､ これ
こそ活気ある健康展の姿でした｡ 感動とその

各コーナーは大盛況

熱心に相談する

―無料歯科健診―

7020 (人吉式)人 吉 市

の総合的な健康の自己管理が大切で､ 食べて
栄養を補給しないと生きていけない｡ 大切な
口腔機能の改善のお手伝いをこれからもして
いきたい｡

(瀬戸 雄行)

６月９日 (土) 13時30分より､ ゆめマート
人吉店において､ 人吉球磨衛生士会､ 熊本県
歯科用品商組合の協賛｡ 人吉球磨地域歯科保
健推進協議会 (歯っぴーネット) の後援｡ 人
吉歯科医師会の主催で､ 歯の衛生週間のイベ
ントが開かれた｡
今藤会長の色々と歯科健診には考えがある
と思うが継続していくことが大切ということ
を冒頭の挨拶があり､ 13名会員が出席して､
無料歯科健診､ 相談､ 7020 (人吉式) の表彰､
高齢者のための嚥下力検査､ 衛生士会の方々
のフッ素塗布､ ブラッシング指導､ 歯科用品
組合による口腔ケア関連用品展示が行われた｡
健診者は合計102名､ 7020の表彰が15名､ 高
齢者の嚥下力検査18名､ フッ素塗布57名だっ
た｡ 歯科健診で来られる高齢者の方は自分で
歩けるほど元気な方々だった｡ 人吉市ではお
口の健康教室も高齢者の健康維持のために行
われている｡ 人は必ず老いていく若い時から

100名以上の健診で盛況

��������������������������������������������������



終了後､ 行政関係者を含めた懇親会で､ ３

団体の協力体制を確認した｡ 歯の衛生週間を

山鹿市民に浸透させ､ 口腔環境の向上に努め

なければならないと思った｡

(小林 聡)
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―歯の衛生週間事業―

口腔環境の向上をめざして山 鹿 市

６月９日 (土) 午後２時より鹿本生涯学習・

健康センター ｢ひだまり｣ にて､ 山鹿市歯科

医師会､ 歯科衛生士会山鹿支部､ 山鹿市の健

康増進課の協力で歯の衛生週間事業として､

歯科医師による無料歯科健診､ 歯科相談､ フッ

素塗布､ 歯科衛生士によるブラッシング指導

が行われた｡ 健診者数は85名であった｡

歯科医師による健診や歯科相談､ 歯科衛生

士によるブラッシング指導を行い､ 希望者に

フッ素塗布を行った｡ 親からの子供の歯に対

する質問が多かった｡ また位相差顕微鏡によ

る口腔常在菌の観察も行った｡ 今年は新たに､

城北小学校の児童によるむし歯予防の展示や

熊本歯科衛生士学院の職業案内のコーナーも

設けられた｡

健診終わって一安心

―よい歯の広場―

くまモンがイベントを盛り上げる玉名郡市

達だけでなく会場中を多いに盛り上げた｡ 歯

の予防活動を通じて, 普段の診療では出来な

い地域住民とのふれあいを行える良い機会に

なった｡

(永廣 有伸)

６月９日 (土) 午前10時から午後４時まで､

２年ぶりに玉名市保健センターにて､ 歯の衛

生週間事業 ｢よい歯の広場｣ が開催された｡

玉名郡市歯科医師会主催､ 玉名市､ 有明保健

所､ 熊本県歯科衛生士会玉名支部､ 及び栄養

士会の協力のもと今年も子供からお年寄りま

で多くの来場者があった｡

子供を対象としたフッ素塗布をはじめ､ 無

料歯科健診と相談・ブラッシング指導・食育

相談と指導などが実施された｡ また､ くじに

当たればフィギュアのおもちゃがもらえると

あって大変盛り上がった｡

天候にも恵まれ､ 朝早くから262名の来場

者があり､ 参加した歯科医師ならびにスタッ

フは額に汗して活動していた｡ 午後からは､

くまモンが会場に訪れた｡ くまモンはゆるキャ

ラグランプリ全国優勝の実力を発揮し､ 子供

くまモンは歯磨きどうしてるのかな？

��������������������������������������������������



りの少ない場所であったが､ ポスター展示に

足をとめたりと歯の健康には多くの人が関心

を持っているのがわかった｡ 今やネットやメ

ディアですぐに調べたりでき､ いろんな情報

が手に入りやすくなっているが､ 私たちは直

接接することで地域住民の方々に正しい知識

と情報を発信していきたいと思う｡

(坂口 泰子)
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―歯の衛生週間事業―

細菌観察で口腔ケアの大切さを伝える宇 土 市

６月２日 (土) 宇土シティーモール内にお

いて､ 歯の衛生週間事業を開催した｡ 午後２

時から５時まで会員歯科医９名 (２交代制)

と会員スタッフ７名が参加し､ 来場者の相談

や対応にあたった｡ 内容は､ 無料歯科健診お

よび相談､ フッ素塗布､ ブラッシング指導､

歯ブラシなどのサンプル配布､ 位相差顕微鏡

による口腔内細菌観察､ ポスター展示などで

あった｡

歯科相談では､ 主に親御さんの子供の歯並

びに関する相談が多く､ ほかには補綴物や入

れ歯が合わないなどの相談もあった｡ また､

位相差顕微鏡による細菌観察では､ 実際に自

分の口の中の細菌が動く様子を見て､ やっぱ

り歯磨きは大事ですね､ という反応が多く､

来場者に口腔ケアの大切さを意識付けるには

とても効果的であった｡ (アンケート総数85

名､ 来場者総数100余名｡)

イベント会場はいつもの場所より少し人通��������������������������������������������������
親の姿が多かったのも今年の特徴だった｡

歯磨き指導や､ フッ素塗布コーナーも､ か

なり盛況で会員やスタッフが奮闘しながらも

丁寧に対応を行った｡ これからは､ イクメン

ブームも手伝って家族で､ より口腔ケアーに

関心が高まることが望まれる｡

(田染 直子)

―お口の健康展―

口腔ケアーへの関心を高める下益城郡

６月２日 (土) イオンモール宇城バリュー

(宇城市小川町) において､ 午後１時半から

熊本県宇城保健所､ 熊本県歯科医師会､ 熊本

県歯科衛生士会後援､ 下益城郡歯科医師会主

催で恒例の歯の衛生週間事業 ｢お口の健康展｣

が開催された｡

歯科医師会からは大久保和之会長をはじめ

４名の会員､ 歯科衛生士２名､ 歯科助手２名､

熊本県歯科用品組合から２名の協力を得て行

われた｡

来場者にアンケートに答えていただき､ お

もちゃや､ 口腔衛生グッズの無料配布を行っ

た｡ 今年は小雨という天候も味方して､ 昨年

より約100名多い357名の来場者数があった｡

例年だと無料歯科健診､ を受けるのは圧倒的

に子供さんが多いが､ 本年は大人168名子供1

89名と､ かなりの成人の方にも関心をもって

頂けたようだ｡ 中でも真剣に相談をされる父

位相差顕微鏡を説明

会員やスタッフが大奮闘



で禁煙相談､ お薬相談､ 技工士会コーナーを

設置し歯科から全身への健康維持啓発事業と

してさらに確立したフェスタとなっている｡

尚､ 天草市健康フェスタ2012 (東地区) は笑

顔ヘルＣキャンペーンと共催で11月10日 (土)

に開催予定である｡

(小田 哲也)
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―天草市健康フェスタ2012 ―

各コーナーに長蛇の列天草郡市

平成24年６月９日 (土) (午後１時～４時)

及び６月24日 (日) (午前９時～12時) の両

日に分け､ それぞれ五和体育館 (天草中央)､

一町田公民館 (西地区) において天草市健康

フェスタ2012が開催された｡ 実施内容は､ 歯

科相談､ 健診､ フッ素塗布､ ブラッシング指

導､ 及び顕微鏡による口腔内細菌標示の各コー

ナーを設置した｡ 悪天候にもかかわらず､ 多

数の来場者で各コーナーに長蛇の列で特に自

分の口腔内の細菌が顕微鏡で確認できるため

来場者から素晴らしいとの声を頂き充実した

啓発事業であると確信した｡ 天草中央開催場

においては8020達成者と小学生の啓発ポスター

入選者の表彰式を行い大変感激して頂き主催

スタッフとして嬉しい限りであった｡ また､

歯科中心のフェスタであるが､ 医師会､ 薬剤

師会､ 歯科技工士会及び歯科衛生士会の協力

悪天候にもかかわらず多数の来場者
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５月27日 (日) 県歯会館大ホールにて学術

講演会が開催された｡ ｢歯周病と全身疾患｣

と題し東京歯科大学歯周病学講座斎藤淳教授

にご講演頂き受講生は160名を越した｡ まず

浦田会長より ｢昨今､ 歯周病と全身疾患との

関連においてエビデンスがある程度確立され､

熊本県歯科医師会でも県下での妊婦健診､ 糖

尿病における医科と歯科の連携など様々な取

り組みを行っている｡ コミュニケーションツー

ルとしての今日の講演は意義のあるものと考

える｣ と挨拶があった｡

講演の初めにまず斎藤教授は､ 熊本県の歯

周病の認定歯科衛生士取得者が68名で全国で

も東京についで２番目という歯科衛生士の意

識レベルの高さを強調された｡

現在の歯周病の疾患概念の話から始まり､

歯周病は感染症であり生活習慣病で多因子性

の疾患であり､ 原因細菌を除去することが大

事で､ バイオフィルムへの対応が重要である｡

バイオフィルムは歯面・歯周組織へ強固に付

着し､ 薬剤耐性能力の上昇､ 遊離細菌による

感染増悪が問題となる為に機械的に除去が必

要となる｡ 患者に歯石あるいはプラークの除

去の必要性を解りやすく説明し理解してもら

う事が歯周病を治す必須の条件となる｡ 歯周

治療を開始するにあたり､ 歯石除去がいかに

重要かつ難しいものかを同時に説明する必要

があり､ 歯石・毒性物質を除去する医療行為

でありその専門性は高いことを知ってもらう｡

そうすることで患者も治療を受けているとい

う感覚が生まれる｡ さらに歯周治療は長期に

わたる為､ 継続的な患者指導が必要になると

の説明があった｡

では臨床においてどの程度のSRPを行うべ
きかについて
①露出根面の内毒素を除去するために２スト

ローク程度のルートプレーニング

②積極的にセメント質を一層除去する必要は

ない

③プラーク､ 歯石は取れる範囲は確実に除去

④根面は可及的に滑沢にする

⑤オーバーインスツルメンテーションに注意

(根面をスケーラーでガリガリしすぎない)

特に歯石探査の為の探針がDHにとって大

切なインスツルメントで11／12タイプ探針が

有効と考えられる｡

患者と術者の治療ゴールは違い､ 術者がS

RPを完了し補綴し治療完了としても歯間空

隙が大きくなるため気になる患者もあり､ 治

療開始前､ 治療中の継続的な説明が重要とな

る｡ 歯周外科を行う際は外科処置に入る前に

患者自身のプラークコントロールが十分に出

来ていなければ結果は不良となる｡ 特にイン

プラントを行う場合これは必須となる｡ 広汎

型侵襲性歯周炎の治療を受けた患者はインプ

ラント周囲炎の発現率が高く (罹患程度によ

るが11％～47％) 予後不良となる可能性が上

がる｡ インプラント治療が注目される中､ 歯

科医師と歯科衛生士が協力し合い歯を適切な

状態で保存することが最も大切であると述べ

られた｡

さて､ 歯周治療後いなくなった細菌は平均

２～３カ月で戻ってくると考えられている

細菌の宿主への侵入が起こるために考えられ

る臨床上の問題点として
①スケーリング・ルートプレーニングで排除

されにくい

②抗菌薬が効きにくい

������������ ｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病とととととととととととととととととととととととと全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾患患患患患患患患患患患患患患患患患患患患患患患患｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣
―学術講演会―�� ���

患者と術者の治療ゴールは違う
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③治療後､ 細菌が再定着する

有効とされる治療として
①SRP ②アモキシシリン＋メトロニダゾー

ル ③クロルヘキシジン洗口

歯周病と全身疾患の因果関係については19

96年にOffenbacherらが相互にリスクファク

ターとなり得ると提唱しており､ 特に糖尿病・

動脈硬化・呼吸器系疾患・脂質異常症治療薬・

喫煙などとの関係で深く関与しているが低体

重早産についてはまだ不明な点があり今後さ

らにエビデンスが確立していくものとされる｡

さて東京歯科大学では患者ごとにアセスメ

ント､ 歯科衛生診断､ 計画立案､ 実施､ 評価

を行い身体・心理・社会面を考慮したケアを

行っている｡ これにより患者のQOLの維持・

向上をめざしている｡

これからも歯周病領域の研究に携わり､ ま

た私の教育者・医療従事者の立場から学生た

ちに医療従事者として心得てもらいたい気持

ちを伝えていきたいと締めくくられた｡ 講演

終了後受講生との活発な質疑応答が行われた｡

患者に歯周病と全身疾患についてはどこまで､

どのように説明すれば良いかという質問に対

しては現在解っているエビデンスの高い順に

説明する方が良いと述べられた｡

最後に小島副会長より ｢今日の講演は解り

やすくとても実になる講演会で､ 今日受講さ

れた皆さんにとって明日からの糧になると信

じています｣ と述べられ閉会した｡

(学術 有働 秀一)

５月25日 (金)､ 県歯会館にて介護保険に

関する研修会が行われた｡ 最初に社会保険委

員会の田中委員長より､ 訪問診療における保

険請求について話があった｡ 訪問診療対象者

についてやカルテ記載の方法､ 変更があった

点数､ 必要書類の記入例などの具体的な説明

があった｡

次にセンター介護委員会の松本理事より

｢介護報酬において歯科関連の４つの主な改

定｣ について話があった｡

１. 居宅療養管理指導費 (居宅系サービス)

ケアマネジャー等への情報提供の在り

方の見直し

２. 口腔機能向上加算 (介護予防通所系サー

ビス)

選択的サービスの複合化と整理

手順､ 手続き等の簡素化

３. 経口維持加算 (施設系サービス)

管理栄養士､ 栄養士への指示における

歯科医師の関与を評価

４. 口腔機能維持管理加算(施設系サービス)

従来の口腔機能維持管理加算は ｢口腔

機能維持管理体制加算｣ に名称変更

歯科衛生士が直接行う口腔ケアを新た

に評価

また平成24年度介護報酬改定にあたっ

ての基本的事項として

１) 地域包括ケアシステムの基盤強化

２) 医療と介護の役割分担､ 連携強化

３) 認知症にふさわしいサービスの提供

などが挙げられる｡

今回の研修会は改定後の点数を知ることは

もちろんのこと､ 我々歯科医療従事者の介護

サービスの質を向上させるモチベーションを

高める有意義なものであった｡

(五島 嘉人)

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正のののののののののののののののののののののののの要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点
―介護保険改正研修会―�� ��������
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５月19日 (土) 午後４時

より菊池市笹乃家にて平成
24年度通常総会が行なわれ
た｡
宮川副会長の開会の辞に

続き荒木会長挨拶では､ 基
本方針 ｢地域に信頼される

歯科医師像の確立に向かって｣ と題して､ 生
活を支える医療 (食べる・話す) ・歯科が地
域医療を支えていくような立場になど述べら
れ､ 法人化・会計の見直し・これからの歯科
医師会の方針を掲げ頑張ってまいりますと決
意を表明された｡
協議
１. 歯の健康展
２. 公益法人改革について
菊池郡市歯科医師会定款変更案､ 公益目的支出計
画案､ 役員の任期と選出案､ 今後の予定｡
３. 弔慰金見舞金制度について
４. 糖尿病と歯周病の連携事業について

５. その他
それぞれの担当委員より詳細な説明があっ
た｡ 今後の制度及び事業に全会員のご協力と
ご理解をお願いし､ 高木副会長の閉会の辞に
て通常総会を終了した｡
その後同会場にて県歯小島副会長・菊池保
健所上野所長をお迎えして工藤会員の乾杯後
懇親会を和やかに過ごし､ 原賀会員の１本締
めでお開きとなった｡ (田中 弥信)

菊池

真剣な表情の会員

翌朝は予
想外に天候
も回復し､
８名が太刀
魚釣りに挑
む事となっ
た｡ 睡眠不
足をものと
もせず､ 12
匹の釣果が
あったのは
さすがであっ
た｡ 待機中
の神戸会員
が散歩中に
海中に転落してしまうアクシデントがあった
が､ 大事なく宿を出発できた｡ 青井阿蘇神社
参拝をはさんで帰路についたが､ 記念撮影を
したり､ お土産を山ほど買ったり､ 船酔いで
気分が悪かった河端会員も昼食のビールですっ
かり回復したりと盛り上がったまま３時前に
玉置歯科駐車場に到着｡ 名残惜しくも楽しかっ
た臨時総会が無事終了となった｡

(岩本 知之)

６月16 (土) 17日 (日)
に恒例の臨時総会を水俣に

て行った｡
当日は朝から豪雨､ 強風であったが玉置会
長､ 岩本担当理事相談の上開催可能と判断で
予定通り３時に総勢11名で出発となった｡
ただ､ 高速道路が不通のためほとんど国道
を行く事となる｡ 道すがら､ 増水のため今に
も決壊しそうに見える堤防がいくつか見られ
た｡
車中では早速会議が開始され､ レクリエー
ション､ 笑顔ヘルＣキャンペーン､ 宇城三郡
市合同学術講演会などについて協議がなされ
た､ 会議後は早速飲み物が配られ､ 明朝の太
刀魚釣りができるか危惧しながらも車中は早
くも盛り上がっていった｡
予定をオーバーしたが､ 無事会場の ｢湯の
児海と夕やけ｣ に到着｡ ７時から宴会の開始
となった｡ 今年は新入会の工藤､ 石井両会員
が初参加であったが､ いつもの上益城らしく
和気あいあいと仕事や家庭､ その他もろもろ
について話の花があちこちで咲いていた｡ そ
の後も会場を移して二次会突入となりカラオ
ケも交えて大盛り上がりとなった｡

―臨時総会―上益城
�������

国宝を前に凛々しく
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６月１日 (金) 午後７時30分より県歯会館４Ｆホールにてミャンマー活動報告会が開催された｡
2010年に日本財団と日本歯科医師会が行っているTOOTH FAIRYの支援でミャンマ－に10校の
学校が完成した｡ そのことを受け昨年日歯の理事であった浦田会長が現地視察に行かれる予定で
あったが､ 東日本大震災のため延期となっていた｡ ３月８日～12日に４泊５日の日程でミャンマー
に行かれ､ 非常に貴重な体験をされたとのことで今回の報告会の開催となった｡ 多くのスライド
を使い､ ミャンマーの地理的な位置に始まり､ 民族構成や宗教についてなど多岐に渡る話があっ
た｡ 仏教徒がほとんどで神棚を備えているところがあり､ 日本と非常に似ているところがあると
のことだった｡ 国土は日本の約1,8倍､ 人口約6000万人のミャンマーの歯科事情は､ 歯科医師数
は2500人で都市部に集中､ ヤンゴンとマンダレーの２ヶ所に歯科大学があるものの年間の卒業生
は300人ほどに留まっているとのこと｡ 建設した小学校があるような経済的なゆとりのない貧困
地域に住む市民は､ 歯科治療を受ける機会はないに等しい現状だそうだ｡ 今回視察に行かれた感
想では､ ミャンマーの人たちは純粋で人間性が素晴らしくまたミャンマーは日本が忘れてしまっ
た大事な部分が残っていて､ 日本人が失いかけている家庭とか家族の姿とか､ 絆を思い出させて
くれる国であったとのこと｡ 最後にTOOTH FAIRYの参加歯科医師数が現在4200あまりである
が､ １万人を突破するような拡大を期待し､ 我々の日常行っている仕事や活動だけが社会貢献で
はなく､視野を広げ､他にもやらなければならないことがあると締めくくられた｡ (広報 加藤 久雄)

�����������
―ミャンマー活動報告会―

初日に泊まったミャンマーで一番高級と言われているホテルのロビー ヤンゴン市内の街並み

ヤンゴンにあるシェダゴンパゴダ(高さ99m) 院内､ ユニットは中国製

富裕層のためのデンタルオフィ－ス｡ 院長のドクターバーミュント
は､ 元ヤンゴン歯科医師会の会長で東北大学で博士号取得

庶
民
向
け
の
の
診
療
所

１
日
５
〜
10
名
１
回
の

治
療
費
300
円
ぐ
ら
い
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診療所内､ 同じくユニットは､ 中国製 今回３校訪れた中の１校
建設された学校は､ 想像していたものより立派であった

ミャンマでは､ 女性の校長先生が多い ロンカン準中学校へ向かう途中パンクで予定が大幅に遅れる

たまたま途中立ち寄ることになった民家 インレー湖をボートで渡る(１時間)

子供たちの輝く笑顔 歓迎式典

村中で大歓迎､ 式典後子供や先生たちと交流 校庭で行われた子供たちの歯のチェックでは､
小学校低学年の子でむし歯が結構あったそうだ
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６月の ｢歯の衛生週間｣ に併せて､ 人吉市

にて近代西洋歯科に尽力した一井正典先生の

生誕150周年記念行事が開かれた｡ 主催は市

民の有志 ｢ジュグリット先生を讃える会｣ に

よるもので､ 地元出身の偉人である一井正典

の事跡を市民により知ってもらおうと ｢知っ

てますか？じゅぐりっと先生｣ をメインタイ

トル､ ｢夢を育む｣ をキーワードに６月４日

から10日まで開催された｡

一井正典先生については本会の松本晉一会

員 (人吉市) が昨年11月から本紙に３回に渡

り紹介した人物である｡ 記念行事として以下

のような種々の催しが行われ､ 本会からも一

井正典の紹介伝記本 ｢維新の若きサムライ､

一井正典とその時代｣ が記念刊行されている｡

行事のメインとなる６月８日のカトリック人

�������������
―生誕150周年記念行事―

図１ 参列者記念写真

吉教会での生誕150周年献花式では､ まずマ

イケルオファレル神父の先導で賛美歌斉唱､

次いで人吉第一中学校ブラスアンサンブルの

｢グロリィハレルヤ｣ 演奏の下 (図２)､ 一井

家関係者を始め約50名の参加者全員が厳かに

献花台にカーネーションを献花｡ 田中信孝人

吉市長､ 浦田健二本会会長挨拶の後､ 一井正

典の孫で逗子市在住の一井呉夫氏 (正典次男､

次郎氏の長男) から ｢祖父も天国でさぞ喜ん

でいるのでは｣ とお礼の言葉が述べられた

(図３)｡ 会には一井家関係者と一般市民をは

じめ ｢ジュグリット先生を讃える会｣ 会長の

前田一洋氏､ 田中信孝人吉市長､ 人吉市歯科

医師会からは今藤会長､ 中原専務､ 那須会員

他が出席､ 記念撮影が行われた (図１)｡ ま
図２ 人吉一中ブラス演奏

図３ 一井呉夫氏挨拶
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た最終日の10日 (日曜) は田中市長の講話

｢個人顕彰で郷土愛を育む教育を｣ (図４)､

人吉総合病院の別府先生の ｢ジュグリット先

生に会いたい｣ (図５) の講演会が開催され､

多数の市民､ 人吉市歯科医師会会員が参加し

た｡ 今回参加して､ 人吉地域には郷土の先人､

偉人の功績を称え､ そこに学ぼうとする文化

があること｡ また､ 一井正典の生き方の中か

ら､ ｢志し｣ や ｢夢｣ を持つことの大切さ､

そして､ 若い世代の人達が ｢志し｣ や ｢夢｣

を持ちそれを実現できるような支援や環境づ

くりの大切さを強く感じた｡ この秋には一井

が開業したフィラデルフィアや人吉城歴史館

他でも生誕記念行事が予定されている｡ (右

に掲載) (渡辺 賢治)

記念行事

１) ６月４日～10日 ｢一井正典先生・町な

か人物展｣ お菓子の紅梅

２) ４日ミニ講話① ｢渋谷敦氏とジュグリッ

ト先生を追って｣ 松本晉一

３) ６日ミニ講話② ｢一井正典先生のアメ

リカの手紙から｣ 井上道代

４) ８日 ｢生誕150周年献花式｣ カトリッ

ク人吉教会

５) 10日ジュグリット先生講話と講演会

(老神神社会館)

｢個人顕彰で郷土愛を育む教育を｣ 田

中信孝 (人吉市長)

｢ジュグリット先生に会いたい｣ 別府

真広 (人吉総合病院)

図４ 田中市長講話 図５ 別府先生講演
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���
○所在地
〒860-0073

熊本市西区島崎５丁目3-15

(三軒家バス停横・島崎交番のおとなり)�096-326-4155
○店の雰囲気
昭和のBGMが流れる手打ちうどん屋で

す｡

夜は若いフタッフでBGMも変わります｡

○営業時間
AM 11:00～PM 23:00

11:00～16:00 昼の部 (うどん屋)

17:00～23:00 夜の部 (鉄板焼き屋)

○収容人数・席数
１階 20席

２階 ６テーブル (36名)

○おすすめ料理
お昼は自家製の手打ちめんを使ったのど

ごしのいいうどん｡

夜はガラリと鉄板焼に変わります｡

お肉は国産にこだわっております｡

当店人気はハンバーグ！ リピーター続

出！

��������������������

島崎井上クリニック

叢桂園公園

橋口医院

島田美術館

三軒家
慈恵病院前

デイリーヤマザキ

臥璽廊
交番

副店長です よろしく!!
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� �
謹んでご冥福をお祈り申し上げます｡

宇治 壽康 先生
平成24年６月11日 ご逝去 82歳�郡 市 名：熊本市�入会年月日：昭和39年４月１日

近藤 俊輔
(コンドウ シュンスケ)

宇土市善道寺町綾織95
近藤歯科 矯正歯科

①潜在的な患者さんに
歯科に来てもらうこ

と｡
安全なインプラント治療について
②必要な治療が終わり､ 患者さんがメン
テナンスに来る気になるような治療だ
と思います｡
③明るく､ 元気に､ 大きな声で！をモッ
トーにがんばっています｡
内装も ｢明るい｣ ｢カフェみたい｣ と
の御意見を多くいただいています｡
④矯正の患者さんが増えていけばよいか
と思っています｡
歯科治療が必要であるのに歯科医院へ
の足が重くなっている方がすこしでも
来やすいようにいろんな提案をしてい
きたいです｡

一一 般般 会会 員員
江頭 優
(エガシラ ユウ)

宇城市松橋町
浦川内824-8

吉永歯科医院

①今もっとも関心のあることは何ですか｡
②自分が希望する歯科診療とはどのよう
なものですか｡

③他の歯科医院にはない自分の医院の特
色を教えてください｡

④今後の抱負は何ですか｡

勤勤務務医医会会員員
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会 務 報 告 自 平成24年５月21日
至 平成24年６月24日

所管 日付 摘要 出席

総 務

５月23日

第２回理事会
(１) 新入会員の承認
(２) 病院への適切な口腔管理技術の導入が入院患者の状況及び病院経営に与える影響に関する研究
(３) 第65回九州歯科医学大会会場装飾等の業者選定 ほか

浦田会長他全役員､ 伊藤学院長

24日 第１回保健医療推進協議会 (県庁) 浦田会長

28日

第62回“社会を明るくする運動”県推進委員会 (くまもと県民交流会館パレア) 澤田事務局長

県要保護児童対策地域協議会 (県庁) 大林理事

総合政策推進プロジェクト会議
(１) スタッフ対象研修会 (２) フッ化物歯面塗布 (３) ToothWear ほか

小島副会長､ 渡辺専務理事､ 八木常
務理事､ 牛島・椿理事､ 伊藤学院長

29日 第44回九州地方社会保険医療協議会熊本部会 (熊本市国際交流会館) 中嶋副会長

30日
県ごみゼロ推進県民会議総会 (県庁) 澤田事務局長

第11回新法人設立検討臨時委員会 牛島委員長他全役員

６月１日

県老人クラブ連合会第１回健康・生きがいづくり支援事業推進委員会 (県総合福祉センター) 宮坂副会長

県環境政策課との打合せ 小島副会長､ 勇常務理事､ 牛島理事

ミャンマー活動報告会
(１) ミャンマー学校建設プロジェクト視察報告
(２) トゥースフェアリープロジェクトの紹介 参加者：31名

浦田会長､ 渡辺専務理事

４日 支払基金本部専務理事来館 浦田会長

５日

故麻生博信先生叙位伝達式 浦田会長

熊本調停協会連合会総会 (KKRホテル) 前野調停委員

会計打合せ
渡辺専務理事､ 八木常務理事､ 吉永
会計士

６日
第５回常務理事会 (１) 新入会員の承認 (２) 名義後援使用依頼
(３) 生活便利ブック発刊における広告販売の周知依頼 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員､ 牛
島理事他

８日 一井正典先生生誕150周年記念献花式 (人吉市) 浦田会長､ 渡辺専務理事

10日 一井正典先生生誕150周年記念講演会 (人吉市) 渡辺専務理事

11日

総合政策推進プロジェクト会議
(１) 衛生士需給問題 (２) アンケート作成 (３) 単位制

小島副会長､ 渡辺専務理事､ 八木常
務理事､ 牛島・椿理事､ 伊藤学院長
他２名

職員人事評価打合せ
渡辺専務理事､ 八木常務理事､ 牛島
理事

12日

県総合保健センター局長来館 浦田会長

第４回定款及び諸規則検討臨時委員会
蔵田委員長他３委員､ 小島副会長､
渡辺専務理事､ 八木常務理事､ 牛島
理事

13日
故宇治壽康会員 (熊本市) 告別式弔辞奉呈 (熊本市) 浦田会長

第728回支払基金幹事会 (支払基金) 浦田会長

15日
総合政策推進プロジェクト会議
(１) スタッフ研修会講演内容確認

小島副会長､ 牛島理事

17日 第６回社会歯科学研究会総会・公開研究集会 (東京歯科大学) 浦田会長､ 小島副会長

19日
歯科医療に関する懇談会 (熊本市)
県議会議員13名との懇談会

浦田会長､ 小島・中嶋・宮坂副会長､
渡辺専務理事､ 松岡・勇､ 八木常務
理事､ 大林・松本・牛島理事､ 澤田
事務局長

20日

第２回副会長会議
浦田会長､ 小島・中嶋・宮坂副会長､
渡辺専務理事

第６回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 一井正典氏生誕150年記念誌送付先 (３) 平成22・23年度日歯
生涯研修事業特別事情により修了と見なす会員 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員・牛
島理事

21日
熊本市課税管理課視察 (口腔保健センター) 澤田事務局長他１名

県総合福祉センター第２回評議員会 (県総合保健センター) 浦田会長

23日

第１回各郡市会長・専務理事連絡会議
浦田会長､ 小島副会長､ 渡辺専務理
事､ 八木常務理事､ 田上・牛島理事

月次監査
Ｈ24. ５月末現況監査

片山・西野監事

県医師会総会 (県医師会館) 宮坂副会長

学 術

５月27日
歯周病と全身疾患講演会
受講者：161名 講師：東京歯科大学 歯周病学講座 教授 齋藤 淳先生

浦田会長､ 小島副会長､ 椿理事､ 添
島委員長他５委員

６月８日
学術委員会
(１) ７月７日医療管理講演会 (２) 歯周病と全身疾患パネルの内容

椿理事､ 添島委員長他５名

社会保険 ５月25日 玉名郡市歯会社会保険研修会 (玉名市文化センター) 前田理事
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所管 日付 摘要 出席

社会保険

26日

社会保険個別相談会
相談者：１名

前田理事､ 田中委員長他３名

社会保険委員会
(１) 会員向け発刊物 (２) 個別指導立会い・相談会 (３) 保険診療ハンドブック ほか

中嶋副会長､ 勇常務理事､ 前田理事､
田中委員長他９委員

６月２日 日本歯科大学熊本校友会社保説明会 (熊本市) 勇常務理事

７日
レセプト事前チェックセンター
相談者：６名 (来館・２名､ 電話・３名､ FAX・１名)

前田理事､ 中村悟委員

荒尾市歯会社会保険研修会 (荒尾市医師会館) 反後副委員長

14日 保険個別指導 (県青年会館) 渡辺副委員長､ 中村悟・野田委員

16日 山鹿市歯会社会保険研修会 (山鹿市歯会事務所) 中嶋副会長

18日
国保連合会との勉強会
出席者：15名 (審査委員８名､ 連合会職員７名)

前田理事

20日 第１回日歯疑義解釈委員会 (日歯会館) 前田理事

地域保健

５月22日
地域保健委員会
(１) 歯の祭典 (２) 早産予防事業 (３) 高齢者よい歯のコンクール審査 ほか

渡辺専務理事､ 田上理事､ 川瀬委員
長他全委員

24日 ｢熊本さわやか大学校｣ 熊本校講演 (県総合福祉センター) 磯野誠一会員

６月２日

歯の衛生週間・無料歯科健診 (上益城郡) (至８日) (上益城郡会員診療所) 上益城郡会員

歯の衛生週間行事 (宇土郡市) (宇土シティモール) 宇土郡市会員

歯の衛生週間行事 (下益城郡) (イオンモール宇城バリュー) 下益城郡会員

３日

歯の衛生週間行事 (荒尾市) (荒尾総合文化センター) 荒尾市会員

歯の衛生週間行事 (菊池郡市) (ゆめタウン光の森) 菊池郡市会員

歯の衛生週間行事 (熊本市) (ウェルパルくまもと) 熊本市会員

４日
歯の衛生週間・無料歯科健診 (水俣・芦北郡市) (至９日) (水俣・芦北郡市会員診療所) 水俣芦北会員

歯の衛生週間・無料歯科健診 (熊本市) (至10日) (熊本市会員診療所) 熊本市会員

９日

歯の衛生週間行事 (八代) (八代市､ 氷川町) 八代会員

歯の衛生週間行事 (玉名郡市) (玉名市保健センター) 玉名郡市会員

歯の衛生週間行事 (天草郡市) (五和コミュニティーセンター) 天草郡市会員

歯の衛生週間行事 (人吉市) (ゆめマート人吉) 人吉市会員

歯の衛生週間行事 (山鹿市) (鹿本町生涯学習健康センター) 山鹿市会員

地域保健小委員会
(１) 歯の祭典リハーサル (２) 早産予防事業

田上理事､ 川瀬委員長他４委員

10日

歯の衛生週間・歯の祭典
(１) 高齢者よい歯のコンクール表彰式
(２) 図画・ポスター・習字・標語作品入賞者表彰式
(３) くまもと歯の健康文化賞表彰式 参加者：155名

浦田会長､ 宮坂副会長､ 渡辺専務理
事､ 八木常務理事､ 田上・大林・加
藤理事､ 川瀬委員長他10委員

14日 8020ワークショップ2012 (日歯会館) 田上理事

19日 地域保健小委員会 田上理事､ 川瀬委員長他２委員

24日 歯の衛生週間行事 (天草郡市) (一町田体育館) 天草郡市会員

広 報

５月24日

広報小委員会
(１) 会報６月号・第１回校正

加藤理事､ 佐藤委員長他３委員

テレメッセ打合せ
(１) ５月31日 (木) 放送分

加藤理事

25日
TKU広報番組 ｢医療あれこれ｣ 収録 (口腔保健センター)
(１) ５月30日 (水) 放送分

加藤理事

29日
テレメッセ打合せ
(１) ５月31日 (木) 放送分

加藤理事

31日

NHKテレメッセ出演 (NHK熊本放送局) 加藤理事

広報小委員会
(１) 会報６月号・第２回校正

加藤理事､ 佐藤委員長他１委員

６月15日
広報委員会
(１) 会報７月号・編集

加藤理事､ 佐藤委員長他全委員

22日
広報小委員会
(１) 会報７月号・第１回校正

加藤理事､ 佐藤委員長他３委員

学校歯科

５月24日 県学校保健会第１回総務委員会 (県庁) 浦田会長

６月15日 県学校保健会第１回理事会並びに評議員会 (交通センターホテル)
浦田会長､ 宮坂副会長､ 大林理事､
河原委員長

21日 県PTA災害見舞金安全会判定審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事

医療対策 ５月25日
医療相談
麻痺事例についての協議

冨屋理事､ 永松副委員長
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所管 日付 摘要 出席

医療対策

６月１日
医療対策小委員会
(１) 各郡市医療相談担当者会議 (２) 弁護士との協議会

冨屋理事､ 岡田委員長他１委員

６日
医療相談
麻痺事例に関わる当該会員からの相談

冨屋理事､ 温委員

15日
医療対策委員会
(１) 事例報告検討 (２) 顧問弁護士との協議会 (３) 各郡市医療対策担当者会 ほか

冨屋理事､ 岡田委員長他全委員

20日
医療対策小委員会
(１) 熊歯キャラバン資料作製 (２) 担当者会議

冨屋理事､ 永松副委員長

21日 福岡弁護士との協議会 (熊本市)
浦田会長､ 小島副会長､ 冨屋理事､
岡田委員長他５委員

センター･介護

５月25日
介護保険改正研修会
受講者：75名

宮坂副会長､ 松岡常務理事､ 松本理
事､ 田中・平井委員長他２委員

31日 県医療政策課口腔保健センター視察 (口腔保健センター) 松岡常務理事

６月１日 口腔保健センターカルテ・会計チェック 五島委員

14日

センター・介護委員会
(１) 県介護支援専門員更新研修 (２) 口腔保健センター研修会打合せ

松本理事､ 平井委員長他全委員

口腔保健センター研修会
小児の発達障害に対する研修会 (ベロタッチについて) 講師：山川摩利子

松岡センター長､ 松本理事他20名

20日 県介護支援専門員更新研修 (KKRホテル熊本) 堀尾副委員長

総務･厚生 ６月８日
第65回九州歯科医学大会厚生事業連絡会
(１) 九州歯科医学大会の対応 (２) 厚生部スケジュール
(３) 厚生事業の開催 (ご案内とお願い) ほか

渡辺専務理事､ 八木常務理事､ 牛島
理事､ 池嶋委員他１委員

学 院

６月７日 第２回学院役職員会 (学院校舎) 伊藤学院長他４名

13日
学院高校訪問 (熊本市)
訪問４校

伊藤学院長他１名

第１回学院運営審議会 浦田会長､ 伊藤学院長他６名

14日
学院高校訪問 (天草)
訪問２校

奥村課長

15日
学院高校訪問 (山鹿､ 菊池､ 大津)
訪問８校

伊藤学院長他１名

18日

学院高校訪問 (阿蘇､ 上益城)
訪問６校

奥村課長

学院高校訪問 (熊本市)
訪問７校

伊藤学院長他１名

19日
歯科医療に関する懇談会 (熊本市)
県議会議員13名との懇談会

伊藤学院長

22日
学院高校訪問 (熊本市)
訪問４校

出口講師他１名

国保組合
６月４日 県組合地区国保運営協議会

浦田理事長､ 上野副理事長､ 桑田常
務理事

14日 第59回全協通常総会 (ＪＲホテルクレメント高松) 浦田理事長

事 業 課

５月24日
第３回奥様医業経営塾 (第３講)
受講者：10名 ｢やさしいマネー講座｣

６月７日
第３回奥様医業経営塾 (第４講)
｢クリニックに関わる税金・税務調査知識｣ 受講者：10名

21日
第３回奥様医業経営塾 (第５講)
｢クリニックのための人事労務｣










